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一
及
び
四
に
つ
い
て

近
年
の
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
の
件
数
及
び
金
額
の
増
加
の
要
因
と
し
て
は
、
様
々
な
も
の
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、

主
な
も
の
と
し
て
は
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の

収
入
、
資
産
等
を
把
握
す
る
た
め
の
調
査
の
徹
底
・
強
化
が
図
ら
れ
て
き
た
こ
と
等
が
考
え
ら
れ
る
。

二
及
び
三
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
不
正
受
給
し
た
生
活
保
護
費
の
回
収
・
返
還
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
、

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
二
十
三
条
の
規
定
に
基
づ
く
監
査
等
（
以
下
「
監
査
等
」
と
い

う
。
）
に
よ
り
、
生
活
保
護
費
の
不
正
受
給
が
明
ら
か
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
同
法
第
七
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
当
該

不
正
受
給
を
行
っ
た
者
か
ら
生
活
保
護
費
を
徴
収
す
る
と
と
も
に
、
当
該
徴
収
金
に
係
る
債
権
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
に

つ
い
て
、
徹
底
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

厚
生
労
働
省
に
お
い
て
は
、
生
活
保
護
費
等
負
担
金
の
精
算
の
事
務
に
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
当
該
徴
収
金
に
係
る
債

権
額
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
る
が
、
実
際
の
回
収
額
に
つ
い
て
は
把
握
し
て
い
な
い
。
今
後
、
実
際
の
回
収
額
に
つ
い
て

一



も
地
方
公
共
団
体
に
対
し
報
告
を
求
め
る
と
と
も
に
、
当
該
報
告
を
活
用
し
て
監
査
等
を
行
う
こ
と
等
に
よ
り
、
当
該
徴
収

金
に
係
る
債
権
管
理
が
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。

二


